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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
に
は
、平
成
30
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
、登
米
市
長
と
し

て
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、そ

の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。今
後
も
、常
に
初
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、市
民
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

各
方
面
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、市

政
運
営
に
全
力
を
傾
け
る
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、国
内
最
大
の
和
牛
品
評

会
で
あ
る「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

が
、本
県
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、第
２
区
で
小
野
寺

正ま
さ

人と

さ
ん
＝
迫
町
菱
の
倉
＝
の「
さ

い
ぜ
ん
れ
つ
号
」が
、日
本
一
に
当
た

る
優
等
賞
１
席
の
栄
誉
に
輝
き
、ほ

か
に
も
多
く
の
市
内
畜
産
農
家
が
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、本
市

の
和
牛
飼
養
技
術
と
品
質
が
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
、全
国
に

認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、市
民
皆
さ
ま
に
大

き
な
希
望
と
感
動
を
与
え
た
も
の
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

７
月
に
本
市
へ
の
移
住
検
討
者
の

ニ
ー
ズ
に
、的
確
で
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、移
住
・
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。移

住
・
定
住
の
促
進
を
強
化
し
、総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
推
進
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、11
月
に
は
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
を
視
覚
化
し
、効
果
的
に
魅
力
や

価
値
を
発
信
す
る
た
め
、Ｐ
Ｒ
動
画

「
登
米
無
双
２
」を
発
表
し
ま
し
た
。

動
画
を
活
用
し
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
う
ま
し
、

た
く
ま
し
、
登
米
市
」と
と
も
に
、
食
、

人
、環
境
な
ど
、本
市
の
多
彩
な
魅
力

の
効
果
的
な
発
信
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
代
は
、社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
中
、本
市
が
持
続
的
な
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、行
政
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
提
供
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
市
民
皆
さ
ま
が
参
画
し
、

策
定
し
た「
第
二
次
登
米
市
総
合
計

画
」。こ
れ
を
尊
重
し「
市
民
が
主
役
」

と
い
う
基
本
理
念
の
下
、市
民
目
線

で
市
政
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
、本

市
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

各
種
産
業
は
、地
域
資
源
を
生
か

し
て
の
一
層
の
振
興
、教
育
分
野
は
、

自
ら
の
夢
や
志
の
実
現
に
向
け
、心

豊
か
で
主
体
的
に
生
き
る
児
童
・
生

徒
の
育
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

を
守
る
地
域
医
療
の
充
実
や
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、本
市
が「
地
域
の
歴
史
、

伝
統
、文
化
を
大
切
に
し
た
特
色
あ

る
ま
ち
」、さ
ら
に「
次
世
代
を
担
う

若
者
た
ち
が
集
い
、地
域
が
ふ
れ
あ

い
、笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る

よ
う
、市
民
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
り

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、ご
壮
健
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
４
年
に
一
度
の
選
挙
が
あ

り
、新
し
く
熊
谷
市
長
が
誕
生
し
た

ほ
か
、議
会
議
員
も
７
人
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、登
米
市
が
誕
生
し
て
満

13
年
に
な
り
ま
す
。学
校
に
例
え
れ

ば
、小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
と
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
そ
う
し
た
意
味
で
も
、登
米

市
の
ま
ち
づ
く
り
が
、よ
り
高
く
飛

躍
し
、大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
れ
は
、間

違
い
な
く
市
民
皆
さ
ん
の
総
意
で
あ

る
と
考
え
る
も
の
で
す
。

　

議
会
制
度
に
つ
い
て
、近
年
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
に

「
二
元
代
表
制
」と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、首
長
も
議
員
も
、と

も
に
住
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
こ
と

を
指
す
も
の
で
す
。議
会
は
首
長
と

対
等
の
機
関
で
、双
方
が
あ
る
種
の

緊
張
関
係
に
よ
り
均
衡
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　

地
方
議
会
に
は
、自
治
体
運
営
の

方
向
を
決
定
し
、執
行
を
監
視
、ま
た

政
策
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、市
民
に
選
ば

れ
た
代
表
で
あ
る
こ
と
を
、改
め
て

胸
に
刻
み
、通
年
議
会
活
動
に
生
か

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
も
の
で
す
。

　

５
５
０
４
億
円
。こ
れ
は
、本
市
で

管
理
す
る
建
物
や
道
路
、上
下
水
道

な
ど
、今
後
40
年
間
に
必
要
な
更
新

経
費
と
し
て
試
算
さ
れ
た
額
で
す
。

人
口
減
少
社
会
の
今
、
将
来
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
市
で
は「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
立
て
、

類
似
施
設
の
統
合
や
集
約
な
ど
を
、

具
体
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、今
後
の
市
民
生
活
に
大

き
く
影
響
す
る
も
の
で
す
。議
会
で

は
、市
民
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
内
容
と
な
る
よ
う
、昨
年
12
月

に
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、調
査
・

研
究
・
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、第
二
次
登
米
市
総
合
計

画
に
掲
げ
る
目
標
を
、確
実
な
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、議
会
も
そ
の
成
果
を
求
め

て
、力
強
く
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

議
会
は
、市
が
進
め
る
事
業
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、地
域
社
会
に
生
起

す
る
公
共
の
問
題
を
、政
策
に
よ
っ

て
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
と

し
て
い
く
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
議
論
を
重
ね
、新
た
な
提
案
も

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、市
民
か
ら
信
託

を
受
け
た
二
元
代
表
制
の
意
思
決
定

機
関
と
し
て
、「
分
か
り
や
す
い
議

会
」「
開
か
れ
た
議
会
」「
行
動
す
る
議

会
」を
目
指
し
、〝
チ
ー
ム
登
米
市
議

会
〞と
し
て
、そ
の
力
量
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
一
年
、皆
さ
ま
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
し
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

Oikawa Masanori

議
長及川昌憲 市

長熊谷盛廣
Kumagai Morihiro

New Year's Message Mayor & Chairperson
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今月のホットライン HOTLINE

07 062018.1

　「第32回カッパハーフマラソン」は11月５日、登米総
合体育館前を発着点に開かれ、1501人が秋の登米路を
駆け抜けました。レースはハーフ、10㌔、５㌔など28種
目で競われ、ランナーたちに沿道から温かい声援が送
られました。28種目のうち７種目で本市のランナーが
上位入賞しました（３位まで）。

テレビアニメのキャラクターの衣装など、仮装するランナーも
おり、見物者を楽しませました。

石巻ヤクルト販売登米サービスセンターの伊藤とし子さんが
「安心して暮らせる登米市の実現に努力します」と決意表明。

　登米高校生徒会（石川愛
あい

那
な

会長）は11月27日、市役所
迫庁舎へ訪れ、同校文化祭模擬店の運営で得た収益を
寄付しました。
　同校生徒会は10月30日、移動市長室で熊谷市長と対
談。市のまちづくりについて話し合い、街路灯や歩道の
設置の要望などをしていました。石川会長は「お願いす
るだけではなく、自分たちが市にできることをしたい
と、全員で話し合い寄付することにしました」と熊谷市
長に目録を手渡しました。熊谷市長は「大変うれしいこ
と。皆さんの期待に応えられる登米市になるよう、まち
づくりを進めます」と感謝の気持ちを述べました。

生徒会役員3人は「通学路の安全安心の徹底など、登米市の防災
事業に使ってほしい」と話していました。

一糸乱れぬ踊りを披露する参加者ら。レクダンスは、性別年齢を
問わず気軽に楽しめる運動で、多くの人に愛されています。

　「第18回登米市レクダンス・サークル交流会」（市レク
リエーションダンス連絡協議会主催、高橋正

まさ

子
こ

会長）は
11月25日、中田総合体育館で開かれ、市内外から23団
体、約350人が参加し、レクリエーションダンスを通じ
て交流を深めました。
　同交流会は、中高年者の健康維持と仲間づくりが目
的。各サークルは、そろいの衣装で「登米市市民歌」「ビ
リーブ・ビリーブ」などの音楽に合わせて、見事なダン
スを披露しました。伊藤智

とも

子
こ

さん（81）＝中田町城内＝
「年１回のこの日を楽しみにしています。仲間と踊って
笑って気分がいいですね」と笑顔を見せていました。

　「子供議会2017」（とめ青年会議所主催、佐藤利
とし

尚
な お

理事
長）は11月８日、市役所議場で開かれ、市内10校から選
ばれた20人の中学生が、市長らと議論を交わしました。
　子供議会は、中学生にまちづくりへの関心を高めて
もらうことが目的。子ども議員は「長沼の水質が良くな
い」「陸上競技場を建設してほしい」と、意見や要望を質
問し、熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長、佐藤信
のぶ

男
お

教育長らが答弁しまし
た。佐藤萌

もえ

さん＝米山中２年＝は「議会に参加して、あ
らためて市の事業、歴史や魅力などの勉強が必要だと
感じました。市も、中学生が分かるように情報発信して
ほしい」と、まちづくりへの意識を新たにしました。

「もっと、登米市のＰＲを積極的にするべき」などの提案も出
され、市執行部と真剣に議論しました。

　市青年交流事業「ネギからはじまる…。」（市青年団連
絡協議会主催、澁谷美

み

佳
か

会長）は11月３日、伊豆沼農産
ラムサール広場などで開かれ、市内外から32人の青年
が参加し、親睦を深めました。
　市青少年交流事業は、青年による地域の活性化と豊
かな地域社会の創造が目的。参加者らは、６グループに
分かれ、ネギの収穫、はっと作り体験やバーベキューな
どを楽しみました。ネギは、地元青年会員提供の畑で収
穫。土だらけになりながら「抜ける感覚が楽しい」など
の声が上がりました。参加者は、本市ならではの体験を
通じて親睦を深め、次回の参加を誓いました。

「はっとつみ」は見た目は簡単ですが、やってみるとコツをつ
かむまで一苦労。参加者らは、悪戦苦闘していました。

　「年末年始特別警戒出動式」は12月４日、市役所迫庁
舎で開かれ、市防犯指導隊や市消防団など、23団体約
100 人が参加し、事件、事故や火災の防止活動に協力し
て取り組むことを誓いました。
　特別警戒出動式は、佐沼、登米両署と市消防本部が協
力して実施。熊谷市長は「皆さんが連携を強化し、活動
することが、市民皆さんの安全安心につながります。よ
ろしくお願いします」とあいさつしました。高橋直

なお

嗣
つ ぐ

佐
沼署長は「子どもからお年寄りまで、年末年始を楽しく
過ごせるよう、みんなで安全安心を守りましょう」と呼
び掛けました。
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市
水
道
事
業
所
は「
第
59
回
水

道
週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

催
。図
画
、習
字
、標
語
、作
文
の
部

で
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、市

内
小
中
学
生
か
ら
９
５
２
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
か
ら
、優
秀
な
作
品
を

日
本
水
道
新
聞
社
主
催
の
水
道

週
間
協
賛
懸
賞
募
集
に
出
品
。習

字
の
部
で
野
家
遥は

る
か

さ
ん（
加
賀
野

小
）、作
文
の
部
で
佐
々
木
美み

羽う

さ

ん（
登
米
小
）、古
関
楓か

え
で

さ
ん（
米
山

東
小
）、阿
部
侑ゆ

う

佳か

さ
ん（
東
和
中
）

の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
入
選
し
ま
し

た
。市
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
は
、

次
の
通
り
。➊

➋

➌

➍

➎

➏

◉

千
田
翠み

奈な

美み

（
佐
沼
小
）

遠
藤
心み

結ゆ

（
宝
江
小
）、佐

々
木
彩あ

や（
西
郷
小
）、髙
山
凜り

ん

花か

（
新

田
小
）

◉

佐
藤
七な

な

海み

（
米
山
東
小
）

白
鳥
渚し

織お
り（
米
岡
小
）、千

葉
埜の

の々

羽は

（
米
岡
小
）、浅
田
陽ひ

び々

葵き

（
米
山
東
小
）

◉

阿
部
向ひ

日な

葵た

（
豊
里
中
）

菅
原
有あ

り

彩さ

（
登
米
中
）、佐

藤
矢や

紘ひ
ろ（

中
田
中
）、阿
部
心こ

こ

愛あ

（
登

米
中
）

◉

千
葉
匠た

く

真ま

（
新
田
小
）

澁
谷
直な

お

輝き

（
東
郷
小
）、千

葉
愛あ

美み

璃り

（
米
谷
小
）、佐
々
木
ほ

の
か（
石
森
小
）

◉

野
家
遥は

る
か（
加
賀
野
小
）

遠
藤
瑠る

唯い

（
上
沼
小
）、澁

谷
拓た

く

未み

（
東
郷
小
）、熊
谷
帆ほ

乃の

佳か

（
宝
江
小
）

◉

瀬
ヶ
沼
愁ゆ

い

翔は

（
中
津
山
小
）

島
原
信の

ぶ

仁ひ
と（
登
米
中
）、佐

々
木
琉る

花か

（
登
米
小
）、木
村
心し

ん（
宝

江
小
）

◉

佐
々
木
美み

羽う

（
登
米
小
）

◉

古
関
楓か

え
で（

米
山
東
小
）

◉

阿
部
侑ゆ

う

佳か

（
東
和
中
）

遠
藤
菜さ

渚な

（
津
山
中
）、佐

々
木
紫し

乃の

（
津
山
中
）、三
浦
百も

も

花か

（
津
山
中
）

水
道
事
業
所
水
道

管
理
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

11
月
３
日
（
金
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
千
葉
成
幸（
迫
）▼
佐
藤
勝
彦（
迫
）▼

新
田
清（
迫
）▼
尾
形
桂
一（
登
米
）▼
佐

藤
勝
仭（
登
米
）芳
賀
三
七
男（
登
米
）▼

千
葉
久
男
（
東
和
）▼
佐
々
木

男
（
故

人
、豊
里
）▼
後
藤
一
衛（
南
方
）▼
門
馬

一
郎（
中
田
）▼
鈴
木
巖（
中
田
）

◉▼
後
藤
康
治（
迫
）▼
千
葉
武
男（
中
田
）

▼
及
川
俊
榮（
中
田
）▼
山
形
孝
男（
豊

里
）▼
木
村
忠
市（
米
山
）▼
佐
藤
秀
夫

（
米
山
）▼
村
田
則
顯（
南
方
）▼
小
野
寺

正
人（
迫
）

◉▼
名
生
東
右（
迫
）▼
小
堀
博（
登
米
）▼

小
野
寺
忠
光（
中
田
）▼
及
川
英
一（
豊

里
）▼
佐
々
木
邦
男（
豊
里
）▼
須
田
光

男（
豊
里
）▼
佐
々
木
彰（
豊
里
）▼
渡
辺

繁
雄（
豊
里
）▼
佐
藤
美
雄（
豊
里
）▼
佐

藤
昭
夫
（
米
山
）▼
藤
浦
秀
逸（
南
方
）

◉小
野
寺
蔦（
迫
）▼
石
川
光
子（
迫
）▼
鈴

木
ま
き
子（
米
山
）

◉▼
佐
藤
皖
山（
迫
）▼
小
出
清
子（
東
和
）

▼
羽
生
進（
中
田
）▼
三
上
末
男（
南
方
）

◉▼
齋
藤
昭
道（
迫
）▼
佐
藤
佳
俊（
石
越
）

▼
西
條
清
貴（
津
山
）▼
沼
倉
勝
男（
中

田
）▼
佐
々
木
正
記（
中
田
）▼
西
條
ゆ

り
子（
津
山
）▼
三
浦
き
さ
子（
米
山
）

◉▼
鈴
木
三
貴
男（
迫
）▼
伊
藤
昭
浩（
迫
）

▼
藤
浦
勝
彦（
迫
）▼
伊
藤
政
仁（
迫
）▼

冨
士
原
昭
志（
迫
）▼
尾
形
幸
徳（
迫
）▼

伊
藤
和
幸（
迫
）▼
新
田
剛
姿（
迫
）▼
髙

橋
和
也（
迫
）▼
佐
藤
良
浩（
迫
）▼
清
水

正
浩（
登
米
）▼
三
田
卓
也（
登
米
）▼
千

葉
博（
登
米
）▼
平
山
伸
哉（
登
米
）▼
伊

藤
昭
彦（
登
米
）▼
佐
々
木
秀
幸（
登
米
）

▼
小
野
治
郎（
登
米
）▼
岩
渕
淳
一（
登

米
）▼
佐
藤
敏
彦（
東
和
）▼
宍
戸
洋（
東

和
）▼
鈴
木
竜
太（
東
和
）▼
鈴
木
悟（
東

和
）▼
千
葉
春
彦（
東
和
）▼
工
藤
忠
則

（
東
和
）▼
菊
地
昭
彦（
東
和
）▼
岩
淵
正

宏（
東
和
）▼
菅
原
栄
輝（
東
和
）▼
鈴
木

正
泰（
中
田
）▼
新
井
重
明（
中
田
）▼
千

葉
裕
輝（
中
田
）▼
後
藤
章（
中
田
）▼
佐

藤
智
明（
中
田
）▼
菅
原
大
輔（
中
田
）▼

粕
谷
淳
一（
中
田
）▼
伊
藤
康
正（
中
田
）

▼
岩
井
孝（
中
田
）▼
千
葉
匡
宏（
豊
里
）

▼
秋
山
広
勝（
豊
里
）▼
佐
々
木
輝
彦

（
豊
里
）▼
鎌
田
弘
明（
豊
里
）▼
千
葉
竜

也（
豊
里
）▼
佐
々
木
公
一（
米
山
）▼
津

花
浩
幸（
米
山
）▼
佐
々
木
賢
治（
米
山
）

▼
千
葉
賢
博（
米
山
）▼
阿
部
淳（
米
山
）

▼
泉
博
敏（
米
山
）▼
今
野
徳
裕（
津
山
）

▼
沼
倉
博
幸（
津
山
）▼
後
藤
久
一（
津

山
）

◉▼
千
葉
真
理
子（
中
田
）▼
浅
井
真
奈
美

（
南
方
）▼
及
川
博
幸（
中
田
）▼
渡
邊
幸

喜（
中
田
）▼
伊
東
洋
太
郎（
中
田
）▼
進

藤
紀
昭（
中
田
）▼
三
浦
友
昭（
中
田
）▼

山
内
明
博（
中
田
）▼
須
藤
仲
一（
津
山
）

▼
山
家
忠（
米
山
）▼
佐
竹
浩
彦（
米
山
）

▼
芳
賀
義
幸（
米
山
）▼
早
川
久（
米
山
）

10
月
31
日（
火
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ー
ン
ホ
ー
ル

宮
城

◉▼
只
野
九
十
九（
豊
里
）

◉▼
浅
野
敬（
東
和
）▼
二
階
堂
一
男（
石

越
）▼
庄
子
喜
一（
米
山
）

◉▼
佐
藤
敬（
石
越
）▼
髙
橋
平
克（
津
山
）

◉▼
江
川
元
徳（
中
田
）▼
佐
藤
衆
治
郎

（
迫
）▼
日
高
見
流
浅
部
法
印
神
楽
保
存

会（
中
田
）▼
湊
敬
一（
迫
）

◉▼
遠
藤
賢
一（
豊
里
）

◉▼
清
野
一
久（
登
米
）

◉▼
石
坂
信
義（
東
和
）▼
及
川
滋
保（
東

和
）▼
及
川
俊
昭（
迫
）▼
武
内
和
義（
石

越
）▼
千
葉
正
行（
中
田
）

◉▼
小
野
寺
幹
男（
東
和
）
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１
月
20
日（
土
）午
後
２
時

〜
３
時
40
分（
午
後
１
時
開
場
）

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

無
料（
全
席
自
由
・
要

整
理
券
）

各
総
合
支
所

市
民
課
窓
口
、市
民
生
活
部
市
民

生
活
課
、企
画
部
市
民
協
働
課
、登

米
祝
祭
劇
場
、登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会

無
料（
お
お
む
ね
１
〜
６

歳
の
未
就
学
児
・
先
着
５
人
程
度
）

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、１

月
５
日（
金
）ま
で
、市
民
生
活
部

市
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

市
の
施
設
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。希

望
す
る
場
合
は
、次
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。清

涼
飲
料
水

（
酒
類
を
除
く
）の
自
動
販
売
機

（
災
害
救
援
対
応
型
）

総
務
部
総
務
課（
市

役
所
迫
庁
舎
２
階
）で
必
要
書
類

を
受
け
取
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、募
集

内
容
を
確
認
の
上
、参
加
申
込
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
公
募
設
置
希
望
者
が
複
数
の
場

合
は
、抽
選
で
設
置
者
を
決
定
し

ま
す
。

１
月
９
日（
火
）〜
26

日（
金
）

２
月
５
日（
月
）

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

い ちりゅうさ い は る み

声優から一龍斎貞
て い

水
す い

門下に入門。
声優としての表現力と、講談話芸
の深みを融合させた新作講談に力
を入れる。代表作は五体不満足で
感動的な人生を送った「中村久子
伝」、野坂昭

あ き

如
ゆ き

原作の講談「火垂る
の墓」など。声優代表作は「宇宙戦
艦ヤマト」森雪

ゆ き

役、「シティーハン
ター」野上冴

さ え

子
こ

刑事役など。

　
「
育
児
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
人
」

と「
育
児
の
手
伝
い
が
で
き
る
人
」

が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
す
る

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
。子
育
て
の
手
伝
い

が
で
き
る
人（
協
力
会
員
）を
対
象

に
、講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉▼
市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
▼
自

宅
で
安
全
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
人
▼
市
が
主
催
す
る

協
力
会
員
講
習
会
を
受
講
し
た
人

◉

１
月
18
日（
木
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

南
方
庁
舎（
２
階
中
会
議

室
）

】❶
子
ど
も
の
事
故
、

事
故
防
止
、応
急
処
置
❷
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
❸
子
ど
も
の
関
わ
り
方

（
講
話
）、遊
び
方（
実
技
）❹
子
ど

も
の
心
と
体
の
発
達

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

１
月
12
日（
金
）

無
料

※
昼
食
を
持
参
す
る
場
合
は
、南

方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
南
方
庁
舎
１
階
）を
利
用
で
き
ま

す
。ご
み
は
、お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。

市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

市
は
、平
成
30
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨

学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
、専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
条
件
全
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内
に

生
計
の
基
礎
が
あ
り
、在
住
し
て

い
る
心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
学

力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成
績
が

学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た
は
成

績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の
人
▼

家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、学

費
の
支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
４
日（
木
）〜
２

月
19
日（
月
）平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
受
け
付
け

▼
市
育
英
資
金
・
浅
野
兄
妹
奨
学

資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金
・

浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日
本
学

生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関
が

運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
、貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
平
成
30
年
３
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の

も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
平

成
29
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全

員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻

平
成
28
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入

が
分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記

載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、学

校
再
編
に
係
る
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。子
ど
も
た
ち
や
学
校
施
設
・

設
備
な
ど
の
現
状
と
課
題
か
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
の

で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
登
米
市
立
小
中
学
校
の

現
状
と
課
題
・
再
編
基
本
方
針
の

概
要
▼
意
見
交
換
・
質
疑
応
答

教
育
委
員
会
教
育

部
教
育
企
画
室（
教
育
企
画
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
８

　

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
、日
本
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
引
き
取

り
基
準
が
変
更
さ
れ
、キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
取
り
外
し
て
、リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
分
別
し

て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
プ
は
透
明
な
袋
に
入
れ

て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
ト
ル
容

器
の
コ
ン
テ
ナ
へ
。ラ
ベ
ル
は
、燃

や
せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
。

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２
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男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
事
業

「
必
見
！
家
族
に
モ
テ
る
パ
パ
に

な
る
！
〜
う
ち
の
パ
パ
は
料
理
上

手
〜
」を
開
催
し
ま
す
。

小
学
生
の
子
ど
も
と
父
親

（
父
親
の
み
の
参
加
も
可
）

❶
２
月
17
日（
土
）❷
３
月

３
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

30
分

料
理
教
室
・
家
事
検
定

迫
公
民
館

10
組各

回
と
も
大
人
５
０
０

円（
材
料
費
・
子
ど
も
は
無
料
）

無
料（
１
〜
６
歳
の
未
就

学
児
・
先
着
５
人
程
度
）

❶
参
加
者
全
員
の
氏

名
、年
齢
❷
住
所
❸
電
話
番
号
❹

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

（
食
品
名
）❺
託
児
希
望
者
は
、子

ど
も
の
氏
名
、年
齢
を
記
入
の
上
、

電
子
メ
ー
ル
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

市
は
、身
体
障
害
者
・
療
育
・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
、難
病
、

そ
の
他
支
援
が
必
要
な
人
に
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、困
っ
た
こ
と

を
伝
え
ら
れ
な
い
障
が
い
者
な
ど

が
、手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く

す
る
た
め
の
も
の
。

　

カ
ー
ド
を
持
ち
、困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
場
合
は
、声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。カ
ー
ド
に
は
、

支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
緊
急
連

絡
先
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、周
囲
へ
の
配
慮
や
手
助
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
課

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

０
２
２
０（
２
１
）６
３
２
０

◎
諸
証
明
の
発
行
、転
入
・
転
出
な

ど
異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま
せ
ん

◎
出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け
出

は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
係
）

◎
12
月
31
日（
日
）の
市
民
病
院
の

小
児
科
日
曜
診
療
は
実
施
し
ま
す

各
市
立
病
院
・
診

療
所

登
米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

◎
期
間
中
は
、ご
み
集
積
所
へ
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

◎
１
月
２
日（
火
）、３
日（
水
）は

休
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す

企
画
部
市
民
協
働

課（
地
域
振
興
係
）  

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
係
）

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

◎
12
月
15
日（
金
）か
ら
薫く

ん

蒸じ
ょ
う

作

業
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

１
月
22
日（
月
）（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）企

画
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

糸shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jphttp://w

w
w
.city.to

m
e.m
iyagi.jp/shim

inkatsudo
/29cooking.htm

l　

申込書は、医療局経営管理部総務課で配布
します。郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、「採用
試験申込書請求」の双方を朱書きの上、宛先を明記し、120 円切
手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してく
ださい

平成29 年12 月27日（水）～平成30 年１月11日（木）
医療局経営管理部総務課（人事係）

〒987-0511 宮城県登米市迫町佐沼字下田中25番地（登米市民病
院内）☎0220（44）4795

　

市
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
市
有

林
を
適
切
に
保
全
・
管
理
す
る
た

め
、次
世
代
に
向
け
た
森
林
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
ら
森
林
づ
く
り
を
行

い
、大
切
に
育
て
た
木
を
使
っ
て
、

将
来
の
家
づ
く
り
な
ど
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、市
有
林
の

貸
し
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

森
林
づ
く
り
に
意
欲
の

あ
る
市
民

津
山
町
地
内

10
区
画

１
区
画
当
た
り
約
１

㌶

１
㌶
当
た
り
年
額
３
千

円

１
伐
採
期（
最
長
70

年
・
収
穫
後
に
返
還
）

ス
ギ
な
ど

産
業
政
策
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
、必
要
事
項
を

記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選

に
よ
り
借
受
者
を
決
定
し
ま
す

１
月
９
日（
火
）〜
31

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

産
業
経

済
部
産
業
政
策
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
、消

防
団
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

◉

１
月
６
日（
土
）▼
交
通
安

全
指
導
隊
出
初
式
＝
午
前
９
時
30

分
〜
▼
防
犯
指
導
隊
出
初
式
＝
交

通
安
全
指
導
隊
出
初
式
終
了
後

中
田
総
合
体
育
館

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

◉

１
月
７
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

式
典
の
ほ
か
、観
閲
行
進
、

消
防
訓
練
、消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

開
放
な
ど
を
実
施

※
出
初
式
開
催
の
た
め
、午
前
７

時
20
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。火
災
な
ど
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
前
の
市
道

は
、午
前
８
時
50
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
、災
害
時
対
応
の
た
め
、

各
町
域
に
団
員
が
待
機
し
ま
す
。

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１
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迫
　「交通事故防止運動」（佐沼交通安全母の会主催)は11月
15日、ミヤコーバス佐沼営業所前交差点で実施され、同会
会員20人が交通事故防止を呼び掛けました。
　秋は夕暮れが早まり、交通事故が増えやすい季節。会員ら
は「ラ・ラ・ラ運動」（ライトの早め点灯（ライトオン）・運転手
が見えやすい服装（ライトアップ）・右側注意（ライトケア
フル））の啓発チラシなどを「安全運転をお願いします」と、
声掛けをしドライバーに手渡しました。

登米
　「とよま産業まつり」は11月５日、登米総合体育館駐車場
で開かれ、来場者はとよまの秋を満喫しました。
　同日は、炭火バーベキューコーナーが設置され、多くの来
場者が焼肉を楽しむなど大にぎわい。会場内では、登米市産
の牛肉、豚肉、新鮮な野菜や果物などが販売されました。大
人気の牛ステーキの試食は、約2千人に無料で配られ、長蛇
の列に。同時開催されたカッパハーフマラソンのランナー
も多数訪れ、登

と

米
よま

の秋を満喫しました。

東和
　東和中生徒を対象にした「キャリアセミナー」は11月10
日、同中学校で開かれ、生徒たちは仕事をする意味や意義を
学びました。
　キャリアセミナーは、生徒に勤労観や職業観などを身に
付けさせることが目的。司法書士、理学療法士や管理栄養士
など、各業種 20人の講師が、生徒に職に就いたきっかけ、
夢や目標を持ち努力することの大切さを伝えました。生徒
は、将来進む道について真剣に考えました。

中田

豊里
　「豊里駅前冬の蛍通り点灯セレモニー＆クリスマスパー
ティー」（豊里駅前冬の蛍通り実行委員会主催）は12月2
日、陸前豊里駅前で開かれました。
　産直がんばる館と、イチョウ並木に付けられた色とりど
りの LED電球約 4万個が一斉に点灯。多くの来場者から
歓声が上がりました。クリスマスパーティーでは、温かい
スープと豚汁が無料で振る舞われ、サンタクロースが一足
早いプレゼントを配り、子どもたちを喜ばせました

石越
　「第24回東京いしこし会総会・交流会」（東京いしこし会
主催）は11月12日、東京都台東区の東天紅上野店で開か
れ、石越町出身者など75人が旧交を温めました。
　総会後の交流会では、石越民謡同好会が民謡を、東京い
しこし会会員が尺八と歌などを披露。お楽しみ抽選会では、
石越産米などが当たり、大きな歓声が上がりました。参加者
らは再会を喜び、石越町の地酒を味わいながら、古里を語り
合い、交流を深めました。

津山
　つやま幼稚園幼年防火クラブ員の「防火パレード」は
11月 9日、柳津小からつやま幼稚園までの区間で行われ、
同園児17人が火災予防をＰＲしました。
　防火パレードは、秋の火災予防運動の一環。園児らは、
約1㌔㍍の区間を拍子木を打ちながら「火の用心、マッチ1
本火事のもと」と、元気な声で沿道の人たちに火災予防を呼
び掛けました。終了後、津山婦人防火クラブから、頑張った
園児たちに記念品が贈られました。

米山
　「第39回宮城県防具付空手道秋季大会」は10月29日、
気仙沼市本吉総合体育館で開かれ、本市から４団体が出場
しました。
　米山町空手道連盟は、団体戦三連覇がかかった大会。選
手、指導者は、並々ならぬ決意で日々の修練を重ね、大会に
臨みました。高校・一般男子団体の部では、強敵を退け見事
三連覇を果たしました。また、個人戦各部門でも所属選手が
活躍し、多数入賞しました。

南方
　登米市消防団南方支団の「一斉放水訓練」は11月５日、
南方町畑岡地区の寺堤で行われ、火災が発生しやすい時期
に向けて、防火への気持ちを新たにしました。
　訓練は、秋季火災予防運動の一環。有事に備えて、放水、ポ
ンプ操作や機械整備技術を総点検しました。副支団長の号
令により 24台のポンプ車から一斉に放水し、日頃の訓練
の成果を披露。訓練後、消防団員と婦人防火クラブ員が毎戸
防火診断をし、火災予防を呼びかけました。

TOWNS TOPICS

　「第31回なかだの秋祭り」は11月５日、市役所中田庁舎な
どを会場に開かれ、多くの来場者でにぎわいました。
　同日は、野外ステージで創作太鼓やよさこい、文化祭会場
で俳句、絵画の展示やお茶会などが催され、年齢を問わず楽
しめるイベントが盛りだくさん。恒例の「みんなでカッパ巻」
には100人以上が参加し、約100㍍のカッパ巻きを完成させ
ました。また、都市農村交流事業で訪れていた東京中田会の
皆さんも、古里の秋を心ゆくまで楽しみました。
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　登米図書館では、テーマに沿った複数の本を、
中身が分からないように袋詰めした「わくわく
読書福袋」を貸し出します。
　中身は、開けて
みてからのお楽し
み。普段、自分では
手に取らない本と
出会える機会です。
新たなジャンルに
チャレンジして福を
つかみましょう。

Monthly Hot Communication

Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　今年は、インフルエンザの流行が早く、患者数が増加しています。手
洗い、うがい、せきエチケットを心がけ、しっかり予防しましょう。

◎外出後は、せっけんで手洗いやうがいをする 
◎他の人に向けて、せきやくしゃみをしない
◎せきやくしゃみが出るときは、マスク、
ティッシュやハンカチなどで口と鼻を覆う
◎人混みはなるべく避け、やむを得ず外出
する場合はマスクを着用する 
◎睡眠などの休養を取り、栄養に気を配る 
◎乾燥しやすい室内では、加湿器などで適
切な湿度（50 ～60％）を保つ 

市民生活部健康推進課
（地域保健係） ☎0220（58）2116

出します。

１月５日（金）～19日（金）午前９時～午
後５時（福袋が無くなり次第終了）

登米図書館
一般書が入った大人向けや、絵本・児

童書が入った子ども向けなど40セット
登米図書館　☎0220（52）5330
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Dream
Monthly Hot Communication

201３年11月19日・2015年７月15日生まれ
迫町・倉崎
雅敏さんの長女・長男

ちゃん（４歳）

何でもお姉ちゃんの
まねっこ。２人でま
まごともしています。
最近やっと弟の面倒
を見てくれるように。

Monthly Hot Communication

Child

201７年６月22日生まれ
迫町・永田
悠大さんの長男

くん（６カ月）

　ぼくの将来の夢は、医者になることです。
理由は２つあります。１つ目は、多くの人を
救うことができるからです。おじいちゃん
が亡くなったときに、見ていることしかで
きなかったので、一人でも多くの人を救い
たいと思いました。２つ目は、検査に興味が
あるからです。病院に行ったときに、いろい
ろな機械や検査があることを知りました。
自分がまだ受けたことがない検査や、見た
ことがない機械を使って、たくさんの病気
を早く見つけてあげたいと思いました。
　今、登米市だけでなく、日本全体でお年寄
りの人口が増えていることを聞きました。
ぼくたちが大人になったとき、市内で働く
ことで地域はもっと元気になると思いま
す。将来、ぼくも登米市の病院で働き、人も
地域も元気にしていきたいです。

Young
Monthly Hot Communication

　170㌢です。
　みやぎ登米農協迫営農センター

で、コメの栽培履歴の管理や病害虫防除を担
当し、今年で３年目になります。高校卒業後、
大阪府内の会社でプラスティック金型の設
計をしていましたが、地元で仕事をしたかっ
たので、帰郷し現在の職に就きました。仕事
では、農家の皆さんの手を煩わせないよう心
掛けています。「及川さんに任せっから」と言
われたときに、信頼されていることを実感し、
うれしくなりますね。

　すごく慎重で、あまり冒険で
きない性格です。パソコンなどの高い買い物
をするときは、なかなか答えが出せず、時間
がかかってしまいます（笑）。

　最近、兄に勧められてボルダリン
グを始めました。月１、２回、一関市や大崎市
のジムに通っています。全身を使いますが、
特に握力が必要ですね。初めて挑戦した時は、
帰りに車のハンドルを握られなくなりまし
た。同じ高さでも登るルートがたくさんあり、
それを考えるのが楽しいですね。難易度の高
いルートをクリアできたときの達成感は格
別です。

　明るく元気で、活動的な人
がタイプです。自分がおとなしいほうなので、
反対の性格の女性に魅かれますね。

　ラーメンが好きで、車で日帰り
できる山形や福島に、よく出掛けています。

　大阪から帰ってき
て、コメなどの食材が豊かなことを、あらた
めて感じました。人付き合いは、ほどよい距
離感が心地よいと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

将来の夢は医者
登米市を元気なまちに

いつもニコニコ笑顔。
たくさんおしゃべり
もするようになりま
した。毎日家族を幸
せにしてくれてあり
がとう☆

くん（２歳）
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Half Century
Monthly Hot Communication

お
じ
い
さ
ん
の
伯
母
さ
ん

と
私
の
親
が
付
き
合
い
あ
っ
て
ね
。

そ
こ
か
ら
お
見
合
い
し
た
の
。

な
ん
だ
が
、幼
ぐ
見
え
だ
っ

た
ね（
笑
）。

ま
あ
、良
い
も
悪
い
も
ね
が
っ

た
ね（
笑
）。

当
時
は
、両
家
そ
れ
ぞ
れ
で

お
振
る
舞
い
が
当
た
り
前
だ
っ
た

げ
ど
、今
み
だ
ぐ
合
同
で
や
っ
た
の

ね
。ん
で
も
、結
局
両
家
そ
れ
ぞ
れ

で
も
や
る
ご
ど
に
な
っ
て
、都
合
３

回
お
振
る
舞
い
や
っ
た
ね（
笑
）。

青
年
部
と
か
、地
域
の
い
ろ
ん

「
時と

代き

の
流
れ
」

　

上
野
駅
に
降
り
立
っ
て
、半
世

紀
余
り
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。そ
ん
な
中
、上
野
駅
で「
こ
の

詩う
た

」と
出
合
い
ま
し
た
。「
ふ
る
さ

と
の
訛な

ま

り
懐
か
し
停
車
場
の
人
ご

み
の
中
に
そ
を
聞
き
に
行
く
」―
。

何
か
懐
か
し
い
も
の
を
聴
い
た
気

が
し
ま
し
た
。

　

在
京
豊
里
会
の
集
い
な
ど
で

「
赤
生
津
弁
」な
ど
が
出
る
た
び
に
、

み
ん
な
喜
び
、大
笑
い
に
な
り
ま

す
。そ
こ
に
、自
分
た
ち
の
原
点
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

北
上
の
山
々
、悠
々
と
流
れ
る

北
上
川
、そ
こ
に
鎮
座
す
る「
カ
ラ

バ
ッ
ト（
鴇
波
洗あ

ら
い

堰ぜ
き

の
地
域
で
の

愛
称
）」。こ
の
風
景
こ
そ
が
、私
の

原
点
で
あ
り
古
里
で
す
。

　

数
年
前
、
カ
ラ
バ
ッ
ト
で
久
々

に
せ
が
れ
と
釣
り
っ
こ
を
し
た
と

Monthly Hot Communication

One's Home

な
役
を
頼
ま
れ
る
ご
ど
が
多
く
て
、

家
に
い
ね
が
っ
た
ね
え
。

お
じ
い
さ
ん
が
家
に
い
な

い
が
ら
、田
ん
ぼ
も
畑
も
私
が
全

部
や
っ
た
の（
笑
）。

子
ど
も
た
ち
に
、金
婚
式

の
お
祝
い
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。

い
ま
ど
き
の
結
婚
式
み
だ
ぐ
、二
人

で
ケ
ー
キ
に
入
刀
さ
せ
ら
い
だ
の
。

け
ん
か
に
な
っ
て
も
、言
い

す
ぎ
な
い
ご
ど
。な
ん
ぼ
夫
婦
で
も

言
っ
て
は
だ
め
な
ご
ど
あ
る
が
ら
。

特
別
は
な
い
ね
。当
だ
り
前
に

暮
ら
し
て
い
る
今
が
幸
せ
だ
が
ら
、

そ
れ
以
上
も
以
下
も
ね
え
ね
。

今
が
幸
せ
な
ら
、そ
れ
で
い
ん
で
な
い
の

き
、「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
」を
釣
り
上

げ
ま
し
た
。昔
は
い
な
か
っ
た
は

ず
な
の
に
。時
代
の
流
れ
と
は
良

く
も
悪
く
も
、生
活
や
そ
こ
に
あ

る
情
景
す
ら
も
変
え
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。

　

例
え
ば
、今
は
実
家
の
裏
を
鉄

道
が
、そ
の
横
に
は
三
陸
道
が
通

り
、田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
ま
で
も
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
。子
ど
も
の
頃
に
は
目

に
し
な
か
っ
た
情
景
で
す
。さ
ら

に
、東
日
本
大
震
災
と
い
う
化
け

物
が
、大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
過

ぎ
去
っ
た
こ
と
で
す
。

　

震
災
直
後
の
こ
と
。妻
の
実
家

福
島
に
寄
っ
た
際
、道
端
に
落
ち

て
い
た
栗
を
拾
い
、持
ち
帰
っ
た

と
き「
こ
の
辺
で
は
、栗
は
食
べ
な

い
ん
だ
よ
」と
姪
の
一
言
。私
た
ち

は
、福
島
で
何
が
起
き
、住
ん
で
い

る
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
被
害
と

苦
し
み
を
味
わ
っ
た
の
か
、何
も

考
え
て
い
な
い
と
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。あ
れ
か
ら
７
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

時
と
と
も
に
変
わ
り
行
く
古
里
。

忘
れ
が
た
い
宝
物
、ま
た
重
荷
の

よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
て
も
、懐

か
し
い
思
い
出
の
人
々
の
姿
が
見

当
た
ら
な
く
て
も
、そ
の
思
い
が

消
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。先

人
の
言
葉
に「
ふ
る
さ
と
の
山
に

向
か
ひ
て
言
ふ
こ
と
な
し
、ふ
る

さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」

と
あ
る
よ
う
に
、た
だ
感
謝
で
す
。

　

今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

　

皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い
る

「
イ
チ
ゴ
ま
つ
り
」は
２
月
24
、25

の
２
日
間
、開
催
し
ま
す
。期
間
中

は
、当
道
の
駅
メ
ー
ン
の
品
種「
も

う
い
っ
こ
」「
と
ち
お
と
め
」を
、

通
常
よ
り
多
く
入
荷
す
る
予
定
で

す
。こ
の
時
期
の
イ
チ
ゴ
は
大
変

人
気
が
あ
り
、早
い
段
階
で
の
売

り
切
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、イ
チ
ゴ
ソ
フ
ト
と
イ

チ
ゴ
ア
イ
ス
を
特
別
価
格
で
提

供
、
ま
た
、
先
着
１
０
０
人
に「
イ

チ
ゴ
の
香
り
の
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
つ
る

し
び
な
」を
２
月
24
日
か
ら
３
月

４
日
ま
で
、お
休
み
処
に
展
示
し

ま
す
。当
道
の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

イ
チ
ゴ
や
ハ
ク
サ
イ
、丸
山
権
太

左
衛
門
な
ど
の
大
型
つ
る
し
び
な

な
ど
が
、皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、米
山
町
出
身
の
陶
芸
家
、

熊
谷
由ゆ

香か

さ
ん
の
作
品
展
を
イ
チ

ゴ
ま
つ
り
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

熊
谷
さ
ん
は
、沖
縄
の
伝
統
工
芸

士
国
場
一は

じ
め

氏
に
師
事
。作
品
は
、

東
北
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特

の
風
合
い
が
あ
り
ま
す
。こ
ち
ら

に
も
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。

道
の
駅
米
山
「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所
・氏
名
・電
話
番
号

を
記
入
し
、１
月
５
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

Good health is a great blessing

　

学
業
、不
登
校
、い
じ
め
な
ど
、子
ど
も

の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。市
教
育
研
究
所
で
は
、経
験
豊
か
な
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

専
用
電
話
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２
階

教
育
相
談
室
）

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
教
育
相
談
室

に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
、電
話
相
談
と
も

要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市
教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

　

ひ
き
こ
も
り
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の

か
、回
復
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

が
必
要
か
、ど
の
よ
う
な
相
談
先
が
あ
る

か
な
ど
を
伝
え
る
市
民
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

２
月
10
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時

大
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
パ

レ
ッ
ト
お
お
さ
き
）（
多
目
的
ホ
ー
ル
）／

大
崎
市
古
川
穂
波
三
丁
目
４
番
２
号

ひ
き
こ
も
り
問
題
に
悩
む
家
族
、

関
心
の
あ
る
人
、支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

人

▼
講
演「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と

回
復
の
プ
ロ
セ
ス
」水
本
有ゆ

紀き

氏（
宮
城
県

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー（
宮
城

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）精
神
科
医
）

▼
相
談
先
・
資
源
紹
介
＝
❶
み
や
ぎ
北
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
❷
宮
城
県
北

部
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
あ
り
ん

く
❸
宮
城
県
義
務
教
育
課
・
心
の
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
専
門
監
❹
宮
城
県
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー（
宮
城
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

無
料（
申
込
不
要
。開
催
日
に
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

宮
城
県
精
神
保
健
福
祉
セ

☎

❶
▶

❷
▶

❸
▶

❹
▶

▶

▶

㊊ ☎
☎

☎

㊋
☎

☎
☎

㊌
☎

☎
☎

㊐ ☎ ☎
㊊

☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎
◉診療時間　9:00～17:00
※プレミア歯科は、10：00～18：00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229（24）2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220（22）5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220（22）2084
※月～金曜日（休日を除く）
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診ください。

㊌  ☎

㊊  ☎

㊋  ☎

㊋

 ☎

 ☎

◉診療時間　9:00～17:00
（受付16:30まで）
【問い合わせ】登米市民病院
☎0220（22）5511

　

税
申
告
で
使
用
す
る
要
介
護
者
の
障
害

者
控
除
と
、お
む
つ
代
医
療
費
控
除
の
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。

◉

認
定
基
準
日（
平
成
29
年
12
月

31
日
、平
成
29
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
人

は
死
亡
日
）に
65
歳
以
上
で
、要
介
護
１
〜

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▼
要
介
護
１
〜
３
＝
障
害
者
控
除

▼
要
介
護
４
、５
＝
特
別
障
害
者
控
除

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
場
合

は
、認
定
書
が
な
く
て
も
手
帳
の
提
示
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。要
介
護
４
、５
で

特
別
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
場
合

は
、手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
認
定
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
　

寝
た
き
り
で
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

場
合
、お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
適
用

が
２
年
目
以
降
で
、要
介
護
認
定
時
の
主

治
医
意
見
書
に
よ
り
、寝
た
き
り
で
お
む

つ
が
必
要
な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
が
初
め
て

（
１
年
目
）の
場
合
は
、医
師
か
ら
の
証
明

が
必
要
で
す
。証
明
書
の
様
式
は
、各
総
合

支
所
の
市
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◉

１
月
４
日（
木
）〜
３
月
15
日

（
木
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民

係
）、福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
認
定
審

査
係
）

本
人
、ま
た
は
そ
の
親
族

対
象
者
の
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、申
請
者
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、写
真
付
き
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課

（
認
定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

ン
タ
ー（
生
活
支
援
班
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
６
１
５

０
２
２
９（
２
３
）０
３
８
８

　　　

障
が
い
や
病
気
が
あ
る
人
の
家
族
が
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
、前
向
き
な
気
持
ち

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

１
月
23
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時（
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
）

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階
大
会
議

室
）

障
が
い
、ま
た
は
病
気
が
あ
る

人
の
家
族▼

講
話「
こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ
う
」講
師
＝
氏

家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
教
授
・

精
神
保
健
福
祉
士
・
学
校
心
理
士
）▼
家

族
交
流
会

無
料電

話
、ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

１
月
15
日（
月
）福

祉
事
務
所

生
活
福
祉
課
（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
元
気
が
な
く
、何
も
や
ろ
う
と
し
な

く
な
っ
た
」「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
、

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
病
院
に

連
れ
て
行
き
た
い
け
ど
、本
人
が
行
き
た

く
な
い
と
言
っ
て
い
る
」「
同
じ
こ
と
を
何

度
も
繰
り
返
し
話
す
よ
う
に
な
っ
た
」な

ど
、気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。精

神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
26
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階
相
談
室
）

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

▼
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

▼
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

▼
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

▼
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

▼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

▼
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

▼
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課

（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

㊊ ㊊ ㊊
❶

❷

❸

❹

❺

❻

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊
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協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
６
４
８

高
等
学
校
を
卒
業（
見

込
み
）、も
し
く
は
同
等
以
上
の
学

力
の
あ
る
人自

動
車
整
備
科
、金
属

加
工
科
、木
工
科（
推
薦
選
考
、一

般
一
次
選
考
の
結
果
に
よ
り
、変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

入
学
願
書
、成
績（
卒

業
）を
証
明
す
る
書
類
、82
円
を
貼

り
付
け
た
返
信
用
封
筒
２
通

２
２
０
０

円（
宮
城
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

平
成
30
年
３
月
に
高

等
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込
み
の
人

は
、郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
提

出
、そ
れ
以
外
の
人
は
、現
住
所
を

所
管
す
る
公
共
職
業
安
定
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

１
月
10
日（
水
）〜
31

日（
水
）

２
月
16
日（
金
）学
科
試

験
・
面
接

県
立
石
巻
高
等
技
術

専
門
校

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

県
立
石
巻
高
等
技

術
専
門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

金
先
着
順
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

http://tohokum
arat

hon.com
/

（
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

☎
０
４
２（
３
７
０
）７
４
３
１

（
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
）

※
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
、受

け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
登
米
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
東
北
日
本
酒

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
キ
ッ
ズ
ド

リ
ー
ム
パ
ー
ク
▼
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

登
米
市
観
光
物
産

　

市
民
病
院
は
、来
院
者
や
職
員

が
利
用
す
る
病
院
内
食
堂
の
運
営

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
条
件
な
ど
、詳
し
く
は
登

米
市
民
病
院
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
22
日（
金
）〜
１

月
15
日（
月
）

登
米
市
民
病
院
事

務
局（
用
度
係
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、議
員
活

動
や
議
会
運
営
に
関
す
る
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
登
米
市

議
会
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

▼
本
会
議
と
常
任
委

員
会
を
傍
聴
し
、議
会
運
営
の
見

聞
を
広
め
る
こ
と
▼
議
会
運
営
へ

の
意
見
、提
案
な
ど
を
文
書
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
▼
議
会
で
実
施

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
す

る
こ
と

▼
満
18
歳
以
上
▼
議

会
運
営
に
深
い
関
心
を
持
ち
、公

正
な
社
会
的
見
識
が
あ
る
▼
国
会

議
員
、地
方
公
共
団
体
議
会
議
員
、

国
・
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
公
務

員
で
な
い委

嘱
さ
れ
た
日
〜
平
成
30

年
３
月
31
日

３
人
以
内

住
所
、氏
名
（
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、電
話
番
号
、

職
業
を
記
入
の
上
、持
参
、郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い

１
月
12
日（
金
）議

会
事

務
局（
議
事
・
調
査
係
）〒
９
８
７

―
０
５
１
１
／
迫
町
佐
沼
字
中
江

二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

０
２
２
０（
２
２
）９
２
２
５

糸gikaijim
u@
city.tom

e.m
iya

gi.jp
http://w

w
w
.city.to

m
e.m
iyagi.jp/gikai/gikaim

o
nitor.htm

l１
月
21
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

１
月
15
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
い
た

だ
く
か
、電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

錦
児
童
館
は
、平
成
30
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◉

小
学
１
〜
６
年
生

錦
学
童
ク
ラ
ブ
30
人
、錦

青
空
学
童
ク
ラ
ブ
25
人

仕
事
な
ど
で
昼
間
保

護
者
が
家
に
い
な
い
家
庭

▼
月
〜
金
曜
日（
下
校

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜
日（
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
）▼
長
期
休

業
日（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７

時
）

有
料

◉

迫
町
森
・
北
方
・
新

田
地
区（
地
区
別
に
開
催
）

※
そ
の
他
の
地
区
も
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

各
地
区
15
組
程
度

▼
北
方
＝
毎
週
水
曜
日

▼
新
田
＝
毎
週
木
曜
日
▼
森
＝
毎

週
金
曜
日（
各
地
区
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
）

無
料（
お
や
つ
代
＝
月
千

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

円
程
度
、傷
害
保
険
料
＝
年
間

８
０
０
円
程
度
の
負
担
有
り
）

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
、必
要
事
項
を
記

入
の
上
、１
月
31
日（
水
）ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

社
会

福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
錦
児
童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

３
月
24
日（
土
）〜
25
日

（
日
）

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
・

周
辺
開
場

「
ラ
ン

&
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

◉

▼
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（
約
21
㌔
）／
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

距
離
を
４
〜
８
人
の
チ
ー
ム
で
た

す
き
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
▼
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
ス
マ
イ
ル
ラ
ン（
５
０
０
㍍
）／

参
加
資
格
＝
障
が
い
の
あ
る
小
学

生
以
上
と
伴
走
者
の
ペ
ア
／
招
待

制
の
種
目
の
た
め
、参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

◉

▼
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
▼

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
▼
ア
シ
ッ
ク

ス
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン（
３
㌔
＝

中
学
生
、高
校
生
／
２
㌔
＝
小
学

生
高
学
年
／
１
㌔
＝
小
学
生
低
学

年
）、５
㌔
、親
子
ラ
ン（
５
０
０

㍍
）

２
月
18
日（
日
）（
入☎

▶

▶

▶

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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設
部
土
木
管
理
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

　

県
内
の
各
警
察
署
で
は
、平
成

13
年
か
ら
警
察
署
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。平
成
29
年
10
月
１

日
に
は
、県
公
安
委
員
会
か
ら
佐

　

市
共
通
商
品
券「
と
め
っ
こ
マ

ネ
ー
」が
、平
成
30
年
１
月
か
ら

「
お
楽
し
み
と
め
っ
こ
マ
ネ
ー
」と

し
て
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
す
。

旧
商
品
券
の
販
売
は
、完
売
次
第

終
了
し
ま
す
が
、使
用
期
限
ま
で

　　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◉▼
自
身
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ

て
、保
険
料
を
自
由（
月
額
２
万
〜

６
万
７
千
円
）に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、農
業
経
営
の
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た
保
険
料

は
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
▼
認
定
農
業
者

な
ど
農
業
の
担
い
手
に
は
、保
険

料
の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が
あ

り
ま
す

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

市
は
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
、有
効
利
用
を

推
進
す
る
た
め
、生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

購
入
金
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
＝
３
万
円
）

生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
前
に
、各
総
合
支
所
市
民

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、見
積
書
と
設
置

予
定
場
所
の
写
真
を
添
え
て
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

㊍

㊋

◉

☎

㊎

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊏
㊐

◉

❶ ❷

☎

㊐

◉

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、病
気
や
け
が
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

20
歳
か
ら
加
入
し
、保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
も
、加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

学
生
は
、本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
、各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

で
す
。

◉
　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満（
平
成

28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、30
歳

未
満
）の
人
で
、本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。】

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

利
用
で
き
ま
す
。旧
商
品
券
の
お

楽
し
み
抽
選
会
は
、平
成
30
年
８

月
で
す
の
で
、半
券
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
商
品
券
販
売
分
か
ら
は
、応

募
式
の
抽
選
会
に
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、登
米
市
振
興
協
同
組
合

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
登
米
市
振
興
協
同
組
合
事
務
局

（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

　

市
は
、降
っ
た
雪
の
量
が
10
㌢

以
上
の
場
合
、町
域
ご
と
に
除
雪

作
業
を
し
ま
す
。

　

作
業
は
、幹
線
道
路
を
優
先
し

ま
す
。町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。な
お
、除

雪
作
業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ

ま
り
は
、住
民
の
皆
さ
ん
で
処
理

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。降
雪
や
路
面
凍
結

に
よ
り
、走
行
な
ど
に
支
障
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
各
総
合
支
所
市
民
課
ま
た
は
建

沼
・
登
米
警
察
署
協
議
会
委
員
に

13
人
が
委
嘱
。地
域
の
意
見
・
要
望

な
ど
を
警
察
業
務
の
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、活
動
し
て
い
ま
す
。

◉▼
及
川
更の

ぶ

さ
ん（
迫
町
）▼
星
た
か

子こ

さ
ん（
迫
町
）▼
阿
部
晶し

ょ
う

太た

さ

ん（
中
田
町
）▼
畠
山
千ち

春は
る

さ
ん

（
中
田
町
）▼
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
米
山
町
）▼
千
葉
惇あ

つ

夫お

さ
ん（
石

越
町
）▼
星
錦き

ん

也や

さ
ん（
南
方
町
）

▼
浅
野
捷せ

い

子こ

さ
ん（
南
方
町
）

◉▼
佐
藤
貞て

い

一い
ち

さ
ん（
登
米
町
）▼
主

藤
彩あ

や

子こ

さ
ん（
登
米
町
）▼
大
崎

秀し
ゅ
う

子こ

さ
ん（
東
和
町
）▼
三
浦
栄よ

し

英ひ
で

さ
ん（
豊
里
町
）▼
阿
部
一い

ち

郎ろ
う

さ

ん（
津
山
町
）

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

☎

☎

下田中53番地8
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状
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。案

内
状
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

１
月
23
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
25
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

☎
０
２
２
３（
３
７
）５
９
０
１

無
料

☎
０
１
２
０（
２
１
６
）８
７
０

宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

１
月
12
日（
金
）、１
月
26
日

（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

12
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法

書
士
）、26
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（

弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

１
４
４
―
26
）

☎
０
２
２
６（
４
６
）４
０
５
１

▼
石
巻
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
石
巻
市
鋳
銭
場
５
―
９
）い
せ
ん

ば
プ
ラ
ザ
１
０
２

☎
０
２
２
５（
９
６
）３
６
１
１

▼
女
川
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
１
９
０

女
川
町
総
合
運
動
公
園
内
）

☎
０
２
２
５（
５
０
）３
０
０
１

▼
大
崎
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
大
崎
市
古
川
旭
４
―
２
―
１
ア

サ
ヒ
ビ
ル
１
０
２
号
室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
８
０
２

▼
仙
南
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
大
河
原
町
大
谷
字
町
向
１
０
０

―
９
）

☎
０
２
２
４（
５
３
）７
１
６
６

▼
山
元
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
山
元
町
山
寺
字
山
下
89
）

困
っ
て
い
る
」「
自
分
が
高
齢
に

な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、任
意
後

見
制
度
意
を
活
用
し
た
い
」な
ど
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
月
20
日（
土
）▼
面
接
相

談（
予
約
優
先
）＝
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
▼
電
話
相
談（
予
約

不
要
）＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

県
内
８
カ
所
の
会
場
で
面

接
相
談
会
を
開
催
。予
約
は
、各
会

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
宮
城
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
青
葉
区
春
日

町
８
―
１
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

▼
気
仙
沼
司
法
書
士
相
談
セ
ン

タ
ー（
気
仙
沼
市
田
谷
８
―
１
）

☎
０
２
２
６（
２
９
）６
７
６
０

▼
南
三
陸
司
法
書
士
相
談
セ
ン

タ
ー（
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

宮
城
県
司
法
書
士
会
と
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
宮
城
支
部
は「
高
齢
者
・

障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。「
親
が
認
知

症
で
、財
産
管
理
が
で
き
な
く
て

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者（
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
が
、10
月
１
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。次
の
３
業
種

に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働

者
に
は
、特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。▼

時
間
額
＝

７
７
２
円
▼
発
効
日
＝
平
成
29
年

10
月
１
日

❶
鉄
鋼
業
▼
時

間
額
＝
８
７
２
円
❷
電
子
部
品･

デ
バ
イ
ス･

電
子
回
路
、電
気
機

械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
▼
時
間
額
＝
８
１
９
円
❸
自

動
車
小
売
業
▼
時
間
額
＝
８
４
０

円
▼
発
効
日
＝
平
成
29
年
12
月
15

日　※
詳
し
く
は
、宮
城
労
働
局
賃
金

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

宮
城
労
働
局
賃
金

室☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
１

　

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
四
島
返
還
の
実
現
は
、長
年
に

わ
た
る
国
民
の
願
い
で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
、県
民
集

会
を
登
米
市
で
開
催
し
ま
す
。先

着
５
０
０
人
に
は
、記
念
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

２
月
７
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

登
米
祝
祭
劇
場

】北
方
領
土
返
還
要

求
宮
城
県
民
会
議（
県
広
報
課
内
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
２
８
５

　

人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
、共
に
考
え
る
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
27
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜

宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

▼
基
調
講
演「
野
生
鳥
獣

と
地
球
温
暖
化
―
人
と
の
共
存
を

（平成29年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,631 10,138 10,714 20,852 （0）

登米 1,802 2,346 2,567 4,913 （▲7）

東和 2,397 3,207 3,327 6,534 （▲15）

中田 5,083 7,720 8,083 15,803 （▲23）

豊里 2,144 3,321 3,375 6,696 （▲2）

米山 2,814 4,542 4,735 9,277 （0）

石越 1,594 2,484 2,507 4,991 （5）

南方 2,668 4,245 4,470 8,715 （▲13）

津山 1,186 1,619 1,775 3,394 （▲6）

合計 27,319 39,622 41,553 81,175 （▲61）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　お正月は、里帰りで慣れない道路を走ったり、降雪
や路面凍結で滑走したりなど、交通事故が発生しやす
い時期です。
　大型連休で気を休めていると思いますが、車を運転
する際は気を引き締め、安全運転で気持ちいい新年の
スタートを切りましょう。

（平成29年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 174件 249件 ▲75件

死者数 2人 1人 1人

負傷者数 226人 311人 ▲85人

物損事故
発生件数 1,423件 1,437件 ▲14件

※平成29年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 雪
消防署北出張所（石越） 0.04 雪
消防署東出張所（東和） 0.05 曇り
消防署津山出張所 0.05 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 雪

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

目
指
し
て
―
」由
井
正ま

さ

敏と
し

氏（
東
北

地
域
環
境
計
画
研
究
会
会
長
・
東

北
鳥
類
研
究
所
所
長
）▼
事
例
発

表「
南
三
陸
地
域
イ
ヌ
ワ
シ
棲
息

環
境
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」鈴
木

卓た
く

也や

氏（
南
三
陸
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
友
の
会
会
長
）

50
人無

料事
前
に
電
話
、メ
ー

ル
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

２
月
16
日（
金
）午
後
７
時

〜
／
２
月
17
日（
土
）午
後
２
時
〜

東
北
大
学
川
内
萩
ホ
ー
ル

無
料（
要
入
場
券
）

往
復
は
が
き
に
、郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
、希
望
公
演
日
、人

数（
１
〜
２
人
）を
記
入
の
上
、応

募
く
だ
さ
い
。応
募
は
、１
人
に
つ

き
１
通
ま
で
。返
信
は
が
き
で
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
月
12
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、東
北
方
面
隊
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.

go.jp/gsdf/neae/neahq/陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
総
監
部
広
報
室

（
定
期
演
奏
会
係
）〒
９
８
３
―

８
５
８
０（
住
所
不
要
）

☎
０
２
２（
２
３
１
）１
１
１
１

１
月
７
日
（
日
）午
後
１

時（
受
付
時
間
＝
午
前
11
時
30
分

〜
）

登
米
総
合
体
育
館

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
❶
市

内
の
中
学
校
を
卒
業
❷
平
成
29
年

９
月
１
日
現
在
、市
内
に
住
所
が

あ
る
❸
前
述
の
❶
❷
以
外
で
市
成

人
式
に
出
席
を
希
望（
要
申
し
込

み
）

※
式
当
日
は
、送
付
さ
れ
た
案
内
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☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
最
近
、T
o
M
e
で
紹
介
し

た
人
た
ち
が
、テ
レ
ビ
な
ど
別

メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。取
材
対
象
者

が
再
度
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、広
報
担
当
と
し
て
何
よ
り

の
喜
び
。「
努
力
は
報
わ
れ
る
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

２
０
１
８
年
も
、こ
れ
ま
で
通

り
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
を
応

援
し
て
い
き
た
い
。（
及
川
）

▼
全
国
の
広
報
担
当
者
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
日
々
、
市
民

に
伝
わ
る
広
報
広
聴
を
模
索
し

な
が
ら
努
力
し
て
い
る
仲
間
の

姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
、
自
分

も
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

研
修
に
参
加
す
る
た
め
、
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
職
場
の
皆
さ

ん
に
、
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
千
葉
）

▼
２
０
１
８
年
の
干え

支と

は
戌い

ぬ

年
。17
年
は
酉と

り

年
で
し
た
。鳥
で

思
い
だ
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
の
会
話
。「
お
ら
い
で
鳥に

わ

と

り

っ
こ

いた

く

さ

ん

っ
ぺ
い
っ
か
ら
、けあ

げ

るっ
か
ら
」

「
ない

く

ら

ん
ぼ
し
ゃ
？
」「
いい

り

ま

せ

ん

い
せ
ん
、

いい

り

ま

せ

ん

い
せ
ん
」「
な
ん
だ
べ
安
い
ご

だ
、千い

い
せ
ん円
で
い
が
す
の
す
か
」

ち
ょ
っ
と
ほ
っ
こ
り
し
た
病
院

待
合
室
で
の
ひ
と
と
き
。（
伊
藤
）

☎

Profi le

開発中のオリジナルカードゲー
ム「スターカードゲーム」。写真
や挿絵は、市内の愛好者や高校
生が提供している。

　星や月がデザインされた帽子を被り、白衣の男
性が「皆さん、登米市はすごく星がきれいなまち。
それも、全国でトップクラスなんですよ」と話す。
　男性の名はワーダー博士。特定非営利活動法人
故郷まちづくりナイン・タウンの星空観察会で、
星の魅力と登米市の自然の豊かさを伝えている。
　岩手県南から福島県にかけては、星空がきれい
なスポットとして、アマチュア天文家たちに知ら
れている。星の専門家も「登米市は本当に星がきれ
いなところ」と認めるところだ。ワーダー博士は
「登米市は『米どころ』であり『星どころ』なんです
よ」とにっこり。
　星空観察会は 2012 年 11月にスタート。オリ
ジナルの教材を使った内容が「初めてでも分かり

やすい」と好評を得ている。
　例えば、ビー玉を地球に見立て、その縮尺に合
わせた月を準備。月と地球の距離は約38万キロ。
約70㌢の定規の両端に、地球と月が置かれている
「宇宙定規」を開発し、距離を「見える化」してある。
「専門的なことを話しても、興味を持ってもらえな
いので、目で見て感じ、一緒に楽しんでいます」。
　博士が伝えたいのは、星空や自然の素晴らしさ
だけではない。「みんなで、宇宙定規を両端から見
ている姿はほほ笑ましいですね。観察会の後は、参
加者同士のつながりが深まっていますよ」。「人は
つながることで、もっと豊かになる」－。
　「登米市を『米どころ』『星どころ』そして『人どこ
ろ』にしたいな」。ワーダー博士の野望は尽きない。
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